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は
じ
め
に

平
福
穂
庵
が
郷
里
角
館
に
お
い
て
絵
筆
を
と
り
始
め
た
の
は
、
数
歳
の
幼
少
の

こ
ろ
と
言
い
伝
え
ら
れ
る
が
、
穂
庵
の
年
譜
に
現
れ
て
く
る
最
初
の
絵
と
し
て
は
、

「
地
蔵
詣
り
」
が
あ
げ
ら
れ
る
（
註
１
）
。
こ
の
作
品
の
制
作
は
、
父
に
絵
を
習
い

は
じ
め
た
年
の
嘉
永
四
年
二
八
五
二
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
年
齢
が
七
歳
で
、

さ
す
が
に
の
ち
の
彼
の
作
品
を
坊
俳
と
さ
せ
る
作
で
は
な
い
（
註
２
）
。
し
か
し
、

こ
の
嘉
永
四
年
こ
ろ
に
は
、
父
の
師
で
も
あ
る
絵
師
武
村
文
海
に
絵
を
習
い
は
じ

め
て
い
る
（
註
３
）
。
や
が
て
、
一
五
歳
の
時
に
は
、
そ
れ
以
前
に
授
か
っ
て
い
た

雅
号
「
文
池
」
を
川
い
て
、
阿
仁
前
旧
の
素
封
家
庄
司
家
で
「
惣
内
之
瀧
」
を
描

い
た
。
こ
の
こ
ろ
の
作
に
な
る
と
鑑
賞
に
耐
え
う
る
内
容
に
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
あ
る
（
註
４
）
・

文
芸
の
盛
ん
だ
っ
た
角
館
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
早
熟
な
子
ど
も
は
、
周
囲

に
は
驚
き
の
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
九
○
数
年
ほ
ど
前
に
、

同
じ
く
角
館
の
武
家
の
子
息
小
田
野
直
武
が
幼
く
し
て
絵
の
達
人
と
し
て
活
躍

し
、
の
ち
江
戸
で
世
に
先
駆
け
て
洋
風
画
を
生
み
だ
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
穂

庵
は
同
町
で
は
待
望
の
百
年
に
一
人
の
逸
材
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
神
童
と
呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
彼
は
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
教
育

環
境
に
恵
ま
れ
、
前
出
の
文
海
の
ほ
か
南
部
藩
の
御
用
絵
師
川
口
月
嶺
や
西
川
寺

辺
の
出
自
と
い
わ
れ
、
上
方
大
阪
で
大
活
躍
し
た
絵
師
、
長
山
孔
寅
ら
の
絵
手
本

で
絵
の
け
い
こ
に
励
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
註
５
）
。
前
者
月
嶺
は
江
戸
で
関

東
の
四
条
派
鈴
木
南
嶺
に
学
び
、
後
者
孔
寅
は
京
都
の
四
条
派
の
祖
、
松
村
呉
春

の
高
弟
で
あ
っ
た
（
註
６
）
。
そ
の
証
拠
に
、
幕
末
に
穂
庵
が
京
都
に
遊
学
し
、
同

地
を
写
し
た
風
景
画
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
筆
跡
を
見
て
も
四
条
派
の
影
響
が

平
福
穂
庵
の
作
品
検
証
ｌ
変
革
の
時
代
に
生
き
た
地
方
画
家
Ｉ
（
補
遺
）

す
で
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た

こ
と
だ
が
、
穂
庵
の
作
品
の
基
礎
は
四
条
派
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
誰
も
異
論
を

は
さ
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
四
条
派
に
加
え
、
の
ち
の
彼
は
文
人
Ⅲ
等
他
の
流

派
の
作
品
に
つ
い
て
も
学
ぶ
と
と
も
に
、
明
治
の
時
代
に
及
ん
で
お
そ
ら
く
海
外

か
ら
請
じ
ら
れ
た
美
術
の
知
識
に
触
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
う
し
て
穂
庵
は
、

こ
れ
ら
い
く
つ
も
の
伝
統
的
画
法
を
身
に
つ
け
、
時
に
は
伝
統
に
被
写
体
の
写
実

的
な
と
ら
え
方
な
ど
、
新
た
な
思
潮
を
加
味
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
、
彼

は
墨
の
濃
淡
を
駆
使
し
た
山
水
画
や
勢
い
が
あ
る
筆
使
い
に
よ
る
迫
真
的
な
人
物

画
、
生
き
生
き
と
し
た
動
物
画
等
、
穂
庵
な
ら
で
は
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
個
性
的

作
品
を
生
み
だ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｈ
本
山
家
平
禍
穂
庵
に
つ
い
て
は
、
秋
川
県
立
近
代
美
術
館
発
行
の
「
秋
川
美

術
』
Ｍ
蛇
及
び
恥
“
１
幅
に
お
い
て
、
前
者
は
保
泉
充
氏
と
山
本
丈
志
氏
と
が
そ

の
芸
術
と
年
譜
に
つ
い
て
、
後
者
は
、
筆
者
が
穂
庵
初
期
の
絵
の
師
に
つ
い
て
及

び
画
辿
で
分
類
し
た
作
品
の
検
証
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
論
考
し
て
い
る
．
し
た
が
っ

て
、
本
稿
は
こ
れ
ら
の
論
考
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
な
が
ら
も
、

こ
れ
ら
で
言
及
し
つ
く
さ
れ
て
い
な
い
穂
庵
作
品
の
画
法
と
款
記
・
印
章
を
編
年

的
に
検
証
し
て
補
い
、
各
時
期
の
特
長
を
抽
出
し
て
み
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ

る
。

具
体
的
に
は
、
穂
庵
作
陥
を
、
第
一
期
（
安
政
六
年
～
慶
懸
三
年
）
、
第
二
期

（
明
治
一
年
～
一
○
年
）
、
第
三
期
（
明
治
一
一
年
～
一
七
年
）
、
第
四
期
（
明
治

一
八
年
～
二
三
年
）
、
の
四
期
に
筆
者
の
独
断
で
区
分
し
た
が
、
そ
の
根
拠
は
後

述
す
る
。
こ
れ
ら
四
期
の
各
冒
頭
で
、
画
題
、
落
款
、
制
作
年
号
等
を
参
照
で
き

る
よ
う
に
、
作
品
名
を
列
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
作
品
に
あ
た
る
手
段
と
し
て
は
、

二
冊
の
作
品
集
、
そ
の
一
は
昭
和
一
○
年
刊
行
の
『
平
福
穂
庵
蓋
集
』
（
日
本
美

太
田
和
夫
＊
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（
７
）
「
京
都
十
二
景
」
慶
雁
一
二
八
六
五
）

○
右
隻

①
第
二
扇
（
第
二
扇
以
降
は
○
数
字
の
み
で
表
記
）
穂
葦
篇
、
朱
文
「
文
」
白
文

「
池
」
（
三
種
目
文
池
印
、
文
池
号
を
一
文
字
づ
つ
白
文
と
朱
文
に
分
け
て
彫
ら

術
学
院
）
、
そ
の
二
は
昭
和
五
八
年
刊
行
の
『
平
福
穂
庵
画
集
」
（
株
式
会
社
大
日

本
絵
画
）
に
掲
載
の
図
版
を
参
照
し
、
こ
れ
ら
に
筆
者
が
実
見
し
た
作
品
を
あ
わ

せ
て
検
証
し
、
穂
庵
作
品
の
分
類
を
行
っ
た
う
え
で
各
時
期
の
特
長
を
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

大
い
に
参
考
と
し
た
前
者
著
書
の
編
集
者
出
口
掬
汀
、
後
者
の
執
筆
者
弦
田
平

八
郎
氏
、
そ
し
て
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
の
前
出
学
芸
員
に
、
前
も
っ
て
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
。

第
一
期
文
池
か
ら
穂
庵
へ
（
安
政
五
年
～
慶
膳
三
年
）

●
「
画
題
」
、
制
作
年
号
、
雅
号
の
著
名
等
（
款
記
）
、
「
雅
号
の
印
章
刻

字
（
□
は
未
解
読
こ
、
の
順
に
表
記
＊
第
四
期
ま
で
共
通
、

（
１
）
「
秋
田
風
俗
十
二
景
」
安
政
五
二
八
五
八
）
、
文
池
、
白
文
「
文
池
之
印
」
、

右
隻
、
左
隻
と
も
第
六
扇
目
に
落
款
戊
午
暮
春
唯
需
篤
文
池

＊
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵

（
２
）
「
惣
内
之
瀧
」
安
政
六
二
八
五
九
）
、
安
政
己
未
仲
秋
阿
仁
惣
内
爆
布
望

文
池
、
朱
文
円
印
「
文
池
」
（
円
印
「
文
池
」
初
出
）

（
３
）
「
旧
植
図
」
安
政
六
（
一
八
五
九
）
、
政
己
未
初
夏
文
池
、
朱
文
楕
円
印

「
文
池
」
（
二
極
Ⅱ
の
文
池
号
の
初
出
）

（
４
）
「
狐
の
嫁
入
り
」
安
政
六
二
八
五
九
）
、
安
政
己
未
初
穐
於
燈
下
酔
中
戯

篤
文
池
、
白
文
二
噸
「
穂
」
「
蓋
か
」

（
５
）
「
恵
比
寿
」
万
延
一
二
八
六
○
）
、
蔑
延
庚
叩
夏
Ⅱ
文
池
、
朱
文
円
印

「
穂
奔
」
（
穂
庵
号
「
庵
」
の
宇
川
が
「
蕊
」
と
な
っ
て
い
る
川
印
の
初
出
）

＊
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵

（
６
）
「
六
歌
仙
」
文
久
一
二
八
六
二
、
辛
酉
春
文
池
篇
、
朱
文
「
文
池
」

（
「
惣
内
之
瀧
」
と
同
印
か
）

画
家
に
な
る
た
め
の
修
行
期
を
、
第
一
期
と
し
た
。
当
然
な
が
ら
画
家
と
し
て

形
成
さ
れ
て
い
く
重
要
な
時
期
で
あ
る
が
、
穂
庵
の
年
齢
と
し
て
は
、
一
○
歳
代

か
ら
二
二
、
三
歳
こ
ろ
、
京
都
遊
学
か
ら
郷
里
に
帰
る
ま
で
で
あ
る
。

筆
法
に
お
け
る
大
き
な
特
長
は
、
四
条
派
の
筆
法
、
具
体
的
に
は
木
の
葉
や
草
、

○
左
隻

①
〈
以
下
右
隻
に
倣
っ
て
○
数
字
の
み
で
表
記
）
穂
庵
罵
、
朱
文
「
文
」
白
文

「
池
」
（
右
隻
①
と
同
印
）

②
穂
庵
篇
、
朱
文
円
印
「
穂
葦
」
（
右
隻
⑤
と
同
印
＊
計
二
枚
に
使
用
）
）

③
文
池
篇
、
白
文
「
□
口
子
口
天
」
、
朱
文
「
穂
捲
」
（
右
隻
②
と
同
印
）

④
穂
庵
、
朱
文
「
文
」
、
白
文
「
池
」
（
右
隻
①
と
Ⅱ
印
）

⑤
穂
庵
篇
、
朱
文
「
文
」
、
白
文
「
池
」
（
右
隻
①
と
同
印
＊
計
五
枚
に
使
用
）

⑥
乙
丑
冬
日
（
慶
雁
一
・
一
八
六
五
）
文
池
篤
意
、
白
文
「
□
口
子
口
天
」
、

朱
文
「
穂
捲
」
（
右
隻
②
と
同
印
＊
計
五
枚
に
仙
川
）

（
８
）
「
月
に
梅
之
図
」
慶
雁
一
二
八
六
五
）
、
乙
孔
膿
月
文
池
寓
意
、
朱
文

「
穂
推
」
（
前
出
「
京
都
十
二
景
」
右
隻
の
②
と
同
印
か
）

マ
マ

（
９
）
「
定
家
卿
小
倉
山
庄
古
跡
」
推
定
一
八
六
一
～
六
六
、
定
家
卿
小
倉
山
庄
古

跡
穂
庵
主
人
、
朱
文
円
印
「
文
池
」

（
皿
）
「
海
老
之
図
」
慶
唯
三
二
八
六
七
）
、
慶
雁
三
丁
卯
秋
八
月
穂
庵
転
寓

之
、
白
文
「
平
転
之
印
」
朱
文
「
穂
篭
」

（
ｕ
）
「
林
和
靖
」
慶
雁
三
二
八
六
七
ぺ
慶
膳
丁
卯
季
冬
穂
庵
寓
（
印
章
不
詳
）
、
扉
風
装

れ
た
印
）
、

②
文
池
寓
、
白
文
「
□
口
子
口
天
」
、
朱
文
「
穂
蓄
」
（
穂
庵
号
の
「
庵
」
の
字
画

が
「
篭
」
と
な
っ
て
い
る
正
方
印
）

③
文
池
篇
、
白
文
「
□
口
子
口
天
」
、
朱
文
「
穂
稚
」
（
②
と
Ⅲ
印
）

④
穂
庵
、
朱
文
「
文
」
、
白
文
「
池
」
〈
前
出
①
と
同
印
）

⑤
文
池
篇
、
朱
文
円
印
「
穂
葺
」
（
前
出
「
恵
比
寿
」
の
円
印
と
同
印
か
）

⑤
慶
雁
乙
丑
冬
（
慶
雁
一
・
一
八
六
五
）
穂
庵
篇
、
白
文
「
口
田
因
画
印
」
、

慶
雁
乙
丑
冬
（
慶
雁
一
・
一
八
六
五
）
穂
庵
篇
、
白
文
「
□
□
□
口
印
」
、

朱
文
「
穂
捲
」
（
前
出
②
③
と
同
印
）
、
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花
、
人
物
の
衣
服
、
動
物
の
形
態
を
、
水
墨
や
顔
料
を
用
い
て
濃
淡
を
つ
け
な
が

ら
州
写
す
る
方
法
が
目
立
っ
て
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
註
７
）
。

こ
の
項
で
記
載
し
た
作
品
群
の
う
ち
、
最
も
は
や
い
年
号
が
書
か
れ
た
作
品

（
１
）
「
秋
田
風
俗
十
二
景
」
の
扉
風
作
品
の
特
長
を
述
べ
て
み
よ
う
（
註
８
、
図

ｌ
）
。
こ
の
月
次
絵
と
も
い
え
る
作
品
は
、
正
月
万
歳
の
図
か
ら
は
じ
ま
り
、
豆

ま
き
と
し
め
縄
飾
り
の
図
で
お
え
る
構
成
だ
。
全
図
に
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
物

が
柵
か
れ
、
濃
淡
を
つ
け
た
墨
や
色
彩
で
軽
妙
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
四

条
派
の
つ
け
た
て
技
法
の
一
種
や
川
条
派
の
両
家
が
描
く
と
こ
ろ
の
類
型
化
さ
れ

た
人
物
描
写
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
先
に
触
れ
た
が
、
こ
の
作
が
猫
か
れ

た
安
政
五
年
に
は
、
南
部
藩
の
絵
師
川
ｕ
月
嶺
が
来
秋
し
、
穂
庵
の
才
能
を
認
め
、

絵
手
本
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
年
前
に
は
、
長
山
孔
寅
の
手
本
で

学
ん
で
い
る
（
註
９
）
。
こ
の
二
人
は
い
ず
れ
も
四
条
派
の
流
れ
を
く
む
画
人
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
も
い
わ
れ
て
き
た
こ
と
な
の
だ
が
、
制
作
年

紀
銘
が
あ
る
初
期
作
品
か
ら
穂
庵
の
作
風
は
、
四
条
派
の
技
法
か
ら
は
じ
ま
る
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
前
出
の
（
５
）
「
恵
比
寿
」
（
図
２
）
を
言
説
に
置
き
換
え
て
み
よ
う
。
こ
の
図

は
、
穂
庵
が
京
都
に
遊
学
す
る
前
の
万
延
一
年
の
制
作
で
あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら

と
く
に
七
福
神
の
一
柱
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
恵
比
寿
像
は
、
絵
師
に
と
っ
て
も
注

文
の
多
い
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
六
歳
の
若
き
文
池
は
、
こ
の
像
を
正
而

か
ら
と
ら
え
、
尊
顔
と
約
束
事
の
釣
り
竿
、
鯛
な
ど
の
被
写
体
を
確
実
に
描
き
こ

む
。
後
年
の
作
風
と
比
較
す
る
と
、
類
型
化
さ
れ
た
恵
比
寿
像
だ
が
、
筆
の
運
び

に
お
い
て
は
後
年
の
作
と
同
様
、
速
度
感
を
み
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
つ
け
た
て

風
の
筆
跡
が
か
ぶ
り
物
や
岩
肌
の
描
写
部
分
に
見
て
と
れ
る
。
印
章
に
は
「
葦
」

文
字
を
あ
て
た
「
穂
葦
」
を
す
で
に
使
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
作
を
描

い
た
こ
ろ
は
「
文
池
」
に
加
え
「
穂
庵
」
の
号
を
用
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
の
穂
庵
年
譜
で
は
、
万
延
二
年
こ
ろ
に
天
智
天
皇
の
御
歌
「
秋
の
田
の
刈

り
穂
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
わ
が
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ
」
か
ら
「
穂
庵
」
の
雅
号

を
と
っ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
「
恵
比
寿
」
作
品
か
ら
は
、
そ
の
前
年
に
「
穂

庵
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
作
の
一
年
前
に
描
か
れ

た
前
出
「
狐
の
嫁
入
り
」
に
も
、
そ
の
印
章
の
ひ
と
つ
に
「
穂
」
の
文
字
が
確
認

さ
れ
る
の
で
、
結
果
的
に
は
二
年
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
つ
目
に
解
説
す
る
作
品
は
、
京
都
遊
学
中
の
作
と
し
て
も
よ
い
「
定
家
卿
小

倉
山
庄
古
跡
」
で
あ
る
。
穂
庵
が
京
洛
の
名
所
旧
跡
を
歩
い
た
と
さ
れ
る
消
息
を

示
し
て
く
れ
る
の
は
、
前
出
「
京
都
十
二
景
」
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
てマ

マ

一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
作
品
を
紹
介
し
よ
う
。
画
中
の
賛
「
定
家
卿
小
倉
山
庄

古
跡
」
（
図
３
）
か
ら
、
今
日
で
も
名
所
Ⅲ
跡
で
あ
る
藤
原
定
家
が
い
わ
ゆ
る
小
倉

百
人
一
首
を
撰
し
た
小
倉
山
粧
跡
の
描
写
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
。
同
山
職
の

跡
地
は
三
箇
所
ほ
ど
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
幕
末
の
穂
庵
が
描
写
し
た
の
は
、
ど

こ
の
Ⅲ
跡
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
想
像
の
域
を
で
な
い
が
、
こ
の
絵
は
、

傷
む
か
な
ど
何
ら
か
の
事
情
で
絵
の
上
部
が
だ
い
ぶ
カ
ッ
ト
さ
れ
て
表
装
さ
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
残
さ
れ
た
と
部
分
を
観
察
す
る
と
樹
木
の
枝
葉
の
下

に
薄
墨
で
階
段
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
実
在
の
景
色
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
近
代
の
写
生
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
短
期
間
に
学
ん
だ

伝
統
的
筆
使
い
で
、
実
景
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
描
い
た
と
で
も
い
っ
て
お
こ
う
。

こ
の
初
期
に
使
わ
れ
る
雅
号
と
し
て
は
、
初
号
の
「
文
池
」
が
最
も
多
く
使
川

さ
れ
、
や
が
て
「
穂
庵
」
号
を
文
池
に
織
り
交
ぜ
て
使
い
だ
す
。
な
お
、
こ
れ
ら

の
雅
号
は
、
署
名
、
印
章
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
で
あ
る
。
そ
れ
が
明
治
二
年
前

後
に
は
、
署
名
、
印
章
と
も
に
「
穂
庵
」
に
落
ち
着
い
て
く
る
よ
う
だ
。
ち
な
み

に
、
「
穂
庵
」
の
「
庵
」
の
字
画
は
「
港
」
「
蕊
」
を
あ
わ
せ
て
三
種
が
確
認
で

き
た
。
ま
た
、
署
名
や
印
章
に
使
わ
れ
る
そ
の
他
の
字
画
と
し
て
は
、
あ
ざ
な
の

「
芸
」
か
ら
派
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
「
転
」
と
い
う
文
字
に
苗
字
か
ら
の
一

文
字
「
平
」
を
か
ぶ
せ
て
「
平
転
」
印
が
あ
る
。

第
二
期
職
業
画
家
を
め
ざ
し
て
（
明
治
一
年
～
一
○
年
）

（
１
）
「
西
園
雅
集
」
襖
絵
、
明
治
二
二
八
六
九
）
、
明
治
弐
年
夏
五
月
・
・
・

穂
庵
、
白
文
「
穂
菟
」
朱
文
「
芸
印
」

（
２
）
「
四
条
河
原
夕
涼
図
」
扉
風
、
明
治
三
二
八
七
○
）
、
明
治
庚
午
秋
七
月

旬
、
穂
庵
、
白
文
「
平
転
之
印
」
朱
文
「
穂
惹
」
（
前
出
「
海
老
之
図
」
と
二

-iOO-
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元
号
が
替
わ
っ
て
明
治
一
年
か
ら
明
治
一
○
年
ま
で
を
第
二
期
と
し
た
。

穂
庵
は
幕
末
に
お
け
る
少
年
期
に
、
郷
里
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
先
人
の

す
ぐ
れ
た
絵
画
や
四
条
派
の
先
輩
た
ち
の
手
本
で
絵
の
学
習
を
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

類
と
も
同
印
か
）

〈
３
）
「
賀
茂
の
競
馬
・
嵐
山
」
襖
絵
、
推
定
・
明
治
三
二
八
七
○
）
、
落
款
無

し
＊
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵

（
４
）
「
円
窓
唐
美
人
図
」
明
治
六
（
一
九
七
三
）
、
明
治
突
酉
十
有
一
月
函
館
客

中
為
雲
峯
士
人
、
羽
陰
穂
奔
転
、
印
章
判
読
不
可

（
５
）
「
菅
公
像
」
明
治
七
二
八
七
四
）
、
明
治
七
年
歳
次
甲
戊
第
四
月
春
五
日
、

為
梧
風
安
部
君
穂
葺
平
芸
洗
拝
罵
、
白
文
「
耕
転
之
雨
」
、
朱
文
「
平
芸

画
印
」

（
６
）
「
四
季
山
水
図
」
四
幅
対
、
推
定
・
明
治
一
○
二
八
七
七
）
、
四
幅
と
も

に
、
穂
庵
篇
、
白
文
「
耕
転
之
雨
」
、
朱
文
「
平
芸
画
印
」

（
７
）
「
十
二
支
図
」
明
治
七
二
八
七
四
）
、
明
治
甲
戊
正
Ⅱ
穂
庵
篇
、
白
文

「
耕
転
之
雨
」
、
朱
文
「
平
芸
町
印
」

（
８
）
「
十
二
支
画
帖
」
明
治
七
（
一
八
七
四
）
、
署
名
（
款
記
）
戊
の
図
甲
戊
春

日
穂
庵
篇
、
卯
の
図
穂
庵
、
酉
の
図
穂
庵
製
、
ほ
か
九
図
は
穂
庵
篇
、
印

章
．
（
子
、
丑
、
卯
、
猿
各
図
）
朱
文
「
平
芸
画
印
」
、
（
辰
・
午
・
戊
各
図
）

白
文
「
平
転
之
印
」
、
朱
文
「
穂
葺
」
、
（
巳
図
）
朱
文
「
耕
転
之
雨
」
白
文

「
平
芸
町
印
」
、
（
未
間
）
朱
文
「
耕
転
之
雨
」
‘
（
四
・
亥
各
図
）
瓢
印
朱
文

「
穂
捲
」

（
９
）
「
黄
安
仙
人
」
「
蝦
慕
仙
人
」
明
治
七
（
一
八
七
四
）
、
「
蝦
慕
仙
人
」
の
方

に
、
甲
戊
五
月
、
両
帆
と
も
に
、
穂
庵
篇
、
白
文
「
耕
転
之
雨
」
、
朱
文
「
平

芸
画
印
」

（
皿
）
「
十
三
仏
」
明
治
一
○
（
一
八
七
七
）
、
明
治
十
年
歳
次
丁
丑
第
五
月
十
有

七
日
、
雁
憲
幹
宮
田
氏
母
堂
需
穂
葬
平
順
焼
香
拝
罵
、
白
文
「
穂
」
「
稚
」

（
皿
）
「
蘭
亭
曲
水
」
襖
絵
、
明
治
一
○
（
一
八
七
七
）
、
明
治
丁
丑
十
有
二
月

穂
庵
篇
、
白
文
「
平
転
之
印
」
、
朱
文
「
穂
捲
」

万
延
一
年
に
出
立
し
て
慶
膳
二
年
に
帰
郷
す
る
ま
で
は
、
そ
の
詳
細
は
わ
か
っ
て

い
な
い
が
、
お
も
に
京
都
で
絵
の
勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
そ
し

て
帰
京
し
て
間
も
な
く
、
世
の
中
は
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
と
大
き
く
変
動
し
て

い
く
。
や
が
て
郷
里
の
近
辺
が
戊
辰
の
戦
い
の
戦
場
と
な
り
、
穂
庵
は
他
藩
か
ら

応
援
に
駆
け
つ
け
た
官
軍
兵
士
に
絵
地
図
を
描
い
て
や
っ
た
り
、
武
運
長
久
を
祈

願
し
て
「
楠
公
像
」
の
奉
納
額
を
描
い
た
り
、
画
家
と
し
て
の
能
力
を
存
分
に
発

揮
し
て
官
軍
の
た
め
に
つ
く
し
た
の
で
あ
っ
た
（
註
Ⅲ
）
。

こ
う
し
て
、
穂
庵
は
角
館
を
中
心
と
し
て
で
あ
る
が
、
画
家
と
し
て
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
絵
以
外
の
仕
事
に
つ
く
こ

と
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
職
業
画
家
と
し
て
一
本
立
ち
し
よ
う
と
制
作

に
励
ん
だ
こ
と
も
残
さ
れ
た
作
肺
か
ら
肯
け
る
し
、
第
一
期
よ
り
は
技
術
的
に
す

ぐ
れ
た
作
品
の
制
作
を
し
て
い
る
こ
と
も
確
信
で
き
る
。
こ
う
し
た
穂
庵
の
プ
ロ

を
自
覚
し
な
が
ら
精
進
し
た
こ
ろ
を
第
二
期
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
に
は
、

終
生
彼
を
支
援
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
、
い
わ
ば
パ
ト
ロ
ン
の
獲
得
が
、
プ
ロ

に
な
る
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
こ
う
。

次
に
作
画
上
の
特
長
と
し
て
は
、
第
二
期
の
は
じ
め
の
こ
ろ
は
初
期
の
作
品
と

交
錯
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
る
と
、
○
大
川
面
の
榊
成
○
墨
色

主
体
か
ら
色
彩
画
へ
の
挑
戦
○
中
国
絵
画
の
影
響
の
三
点
の
要
素
が
特
筆
さ

れ
よ
う
。

大
画
面
の
構
成
と
い
う
特
長
が
顕
著
で
、
そ
の
他
の
二
点
の
特
長
を
も
示
し
て

く
れ
る
作
品
は
、
前
出
の
作
品
群
の
う
ち
（
３
）
「
賀
茂
の
競
馬
・
嵐
山
」
（
図
４
）
で
、

襖
四
枚
の
両
面
に
描
か
れ
て
い
る
大
作
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
襖
絵
は
、
穂

庵
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
同
郷
の
呉
服
商
小
林
文
右
術
門
の
依
頼
で
制
作
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
一
面
に
描
か
れ
て
い
る
「
賀
茂
の
競
馬
」
は
、
豊
か
な
色

彩
で
装
飾
的
に
描
か
れ
、
幕
末
の
穂
庵
第
一
期
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
拙
写

で
あ
る
。
穂
庵
は
京
都
滞
在
中
に
、
上
賀
茂
神
社
で
Ⅲ
暦
五
月
五
Ｈ
に
行
わ
れ
る

神
事
．
競
べ
馬
を
き
っ
と
見
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
絵
の
構
成
は
、
自
ら

の
写
生
に
頼
る
よ
り
他
の
画
人
が
描
い
た
作
品
か
版
本
に
掲
載
さ
れ
た
図
な
ど
を

参
考
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
画
中
の
人
物
描
写
は
各
階
層
の
老
若
男

－99－
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女
が
く
わ
し
く
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
彼
が
滞
在
中
に
た
く
わ
え
た
引
き
出

し
か
ら
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
金
箔
に
よ
る
雲
の
表
現
、

松
葉
の
緑
色
を
発
色
の
よ
い
緑
青
に
よ
る
描
写
な
ど
、
着
色
の
技
術
に
お
い
て
は

格
段
の
進
歩
を
示
し
て
い
る
。
も
う
一
方
の
面
に
は
、
競
べ
馬
と
は
対
照
的
に
水

墨
主
体
で
、
嵐
山
の
保
津
川
（
桂
川
）
に
か
か
る
渡
月
橋
と
嵐
山
の
景
観
が
傭
倣
の

構
図
で
と
ら
え
ら
れ
、
ひ
ろ
ぴ
ろ
と
し
た
空
間
の
表
現
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
木
の
葉
や
山
肌
の
表
現
に
南
面
の
筆
法
の
類
型
的
な
描
き
方
が
わ
ず

か
な
が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
て
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
結
果
、
こ
の
襖

絵
に
は
第
一
期
の
作
品
と
は
相
違
す
る
要
素
が
い
く
つ
か
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
ほ
か
、
前
出
の
作
品
一
覧
の
な
か
で
は
、
（
２
）
「
四
条
河

原
夕
涼
図
」
が
六
曲
一
隻
の
扉
風
絵
で
、
（
１
）
「
西
圃
雅
集
」
は
四
枚
の
襖
絵
で
、

中
国
の
文
人
た
ち
が
集
う
好
画
題
で
あ
る
。

次
に
、
前
川
一
覧
の
ほ
か
の
作
品
を
概
観
し
て
み
る
と
、
大
き
な
特
長
と
し
て

は
、
南
画
の
筆
法
を
取
り
入
れ
た
作
品
が
多
い
こ
と
だ
。
南
山
と
は
我
が
国
の
美

術
史
で
は
文
人
画
の
呼
称
で
も
親
し
ま
れ
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
柳
沢
漠
園
、

池
大
雅
、
与
謝
難
村
ら
大
家
を
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
の
だ
が
、
こ
の

南
画
が
明
治
維
新
後
一
○
年
こ
ろ
ま
で
、
武
士
や
文
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
穂
庵

の
第
二
期
は
南
面
隆
盛
の
最
終
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
流
行
に

し
た
が
っ
て
、
彼
の
場
合
も
南
画
風
の
絵
を
も
と
め
ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ

と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。
そ
の
例
と
し
て
、
前
述
の
（
１
二
西
園
雅
集
」
、
（
９
）
「
四

季
山
水
図
」
、
（
叩
三
蘭
亭
曲
水
」
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
西
園
雅
集
」

「
蘭
亭
仙
水
」
・
の
両
図
と
も
手
本
（
粉
本
）
が
な
け
れ
ば
描
け
な
い
し
、
ま
た
技
術

的
に
も
難
し
い
た
め
、
穂
庵
は
す
で
に
多
く
の
中
国
画
の
絵
手
本
や
そ
の
写
し
な

ど
を
掌
中
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
註
皿
）
・
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
は
、

彼
が
職
業
画
家
へ
と
向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
る
姿
勢
が
見
て
と
れ
よ
う
。

な
お
、
こ
の
第
二
期
の
間
に
、
穂
庵
は
絵
の
制
作
や
依
頼
さ
れ
た
仕
事
の
た
め

各
地
を
訪
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
明
治
四
年
に
は
秋
田
市
土
崎
港
の
商
家
升
屋
に
一

年
間
滞
在
し
た
と
、
こ
れ
ま
で
の
年
譜
に
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
れ
ほ
ど

長
く
滞
在
し
た
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
年
に
も
「
佳
節
図
」
を
は

じ
め
い
く
つ
か
の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
翌
五
年
に
は
、
北
海
道
は
日
高
方
面

や
函
館
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の
折
り
に
ア
イ
ヌ
の
人
物
や
彼
ら
の
生
活
を
写
生
し

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
日
ま
で
残
さ
れ
た
作
品
の
な
か
で
は
明
治
一
五
年
前
後

の
作
品
が
多
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
明
治
六
年
に
も
函
館
に
滞
在
し
て
い
た
と
の
記

録
が
あ
り
、
前
出
の
「
円
窓
美
人
図
」
の
落
款
か
ら
も
証
明
さ
れ
る
。
一
方
、
七

年
に
は
穂
庵
が
一
五
歳
こ
ろ
に
世
話
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
阿
仁
前
田
の
庄
司
家

に
滞
在
し
、
多
く
の
作
品
を
手
が
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
九
年
に
な
る
と
仙
北
の

荒
川
鉱
山
の
経
営
を
請
け
負
っ
た
盛
岡
の
商
人
・
瀬
川
安
五
郎
の
知
己
を
得
て
、

瀬
川
の
仕
事
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
秋
田
市
に
行
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
い

う
。
そ
の
う
え
に
、
前
出
小
林
文
右
衛
門
の
紹
介
で
知
っ
た
秋
川
市
の
那
波
三
郎

右
術
門
家
に
も
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
穂
庵
は
秋
田
市
か
ら

北
海
道
ま
で
も
行
動
範
囲
が
広
が
っ
て
見
聞
を
重
ね
、
人
脈
的
に
も
当
時
の
秋
川

を
代
表
す
る
経
済
人
と
交
流
し
は
じ
め
、
は
た
し
て
職
業
、
家
へ
の
地
歩
を
問
め

て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
作
画
上
で
は
な
い
が
、
第
二
期
の
特
長
の
ひ
と

つ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
期
作
品
群
の
落
款
に
お
い
て
は
、
雅
号
は
初
期
に
使
わ
れ
た
「
文
池
」
が

そ
の
姿
を
消
し
、
「
秘
庵
」
の
雅
号
に
な
る
。
こ
の
雅
号
は
終
生
変
わ
ら
な
い
が
、

初
期
に
も
散
見
さ
れ
た
「
庵
」
の
字
画
に
「
稚
」
「
蕊
」
の
字
画
も
使
わ
れ
て
い

る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
字
の
特
長
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
「
庵
」
の
最
終
川
の
右

に
は
ら
う
箇
所
が
、
極
端
に
は
ね
上
が
る
こ
と
で
あ
る
（
図
５
）
。
明
治
一
○
年
代

に
は
、
こ
の
ハ
ネ
が
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
い
る
の
が
多
く
、
同
二
○
年
前
後
に
は

九
○
度
前
後
の
角
度
に
な
っ
て
い
る
。
穂
庵
の
筆
に
よ
る
文
字
は
一
○
代
の
後
半

あ
た
り
か
ら
す
で
に
老
成
し
て
い
た
感
が
あ
り
、
ま
し
て
や
二
○
代
の
こ
の
第
二

期
に
あ
っ
て
は
、
文
字
の
み
で
作
品
の
年
代
を
割
り
出
す
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
あ
え
て
作
品
の
鑑
定
の
う
え
で
参
考
に
な
れ
ば
と
考
え
、
「
庵
」
の

書
き
癖
を
提
示
し
て
み
た
。
な
お
、
北
海
道
函
館
で
描
い
た
と
画
中
に
書
か
れ
て

あ
る
「
円
窓
美
人
図
」
に
は
、
署
名
の
頭
に
「
羽
陰
」
と
書
か
れ
て
あ
る
。
ほ
か

に
も
北
海
道
で
描
か
れ
た
作
品
を
中
心
に
こ
の
文
字
が
散
見
さ
れ
る
。

印
章
に
使
用
さ
れ
た
雅
号
に
お
い
て
は
、
初
期
に
も
一
部
見
ら
れ
た
が
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第
三
期
画
壇
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
（
明
治
一
一
年
～
一
七
年
）

（
１
）
「
山
水
・
夏
」
明
治
一
三
二
八
八
○
）
、
明
治
庚
辰
冬
十
二
月
穂
庵
芸

篤
、
白
文
「
平
転
之
印
」
、
朱
文
「
穂
捲
」

（
２
）
「
乞
食
図
」
明
治
一
三
～
五
二
八
八
○
～
八
二
）
、
穂
庵
罵
之
、
白
文

「
穂
番
」
、
朱
文
「
平
順
」
、
（
人
物
の
背
景
に
菅
笠
と
銭
が
描
か
れ
て
い
る
）

＊
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵

（
３
）
「
乞
食
図
」
明
治
一
三
～
五
年
二
八
八
○
～
八
二
）
、
無
款
、
（
人
物
の
背

景
に
桜
の
樹
幹
が
州
か
れ
て
い
る
）
＊
秋
川
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵

（
４
）
「
布
袋
」
明
治
一
六
二
八
八
三
）
、
葵
未
立
秋
後
一
日
羽
陰
穂
庵
芸
、

白
文
「
穂
庵
」
、
朱
文
「
平
芸
画
印
」

（
５
）
「
ア
イ
ヌ
（
鮭
漁
・
筆
者
記
ご
明
治
一
六
年
二
八
八
三
）
、
明
治
突
未
夏

巴
湾
客
次
羽
陰
穂
庵
芸
、
白
文
「
穂
庵
」
、
朱
文
「
平
芸
画
印
」

（
６
）
「
ア
イ
ヌ
（
鮭
漁
・
筆
者
記
こ
明
治
一
六
二
八
八
三
）
こ
ろ
、
羽
陰

穂
葦
芸
、
白
文
「
平
転
之
印
」
、
朱
文
「
穂
篭
」

（
７
）
「
ア
イ
ヌ
（
鳥
居
の
あ
る
光
景
・
筆
者
記
ご
明
治
一
六
二
八
八
三
）
こ

ろ
、
羽
陰
穂
庵
芸
、
白
文
「
穂
庵
」
、
朱
文
「
平
芸
之
印
」

（
８
）
「
神
農
図
」
川
治
一
六
二
八
八
三
）
、
明
治
発
未
夏
五
月
巴
港
客
次
雁
需

篇
、
羽
陰
穂
庵
芸
、
白
文
「
穂
庵
」
、
朱
文
三
平
芸
画
印
」

（
９
）
「
八
重
桜
」
推
定
・
明
治
一
六
二
八
八
三
）
、
羽
陰
穂
庵
篇
、
白
文
「
平

転
之
印
」
、
朱
文
「
穂
篭
」

（
皿
）
「
菅
神
像
」
推
定
・
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
、
穂
捲
平
福
芸
薫
休
拝
篇
、

白
文
「
穂
庵
」
、
朱
文
「
平
芸
凹
印
」

（
皿
）
「
山
静
日
長
」
明
治
一
七
二
八
八
四
）
、
山
静
日
長
明
治
甲
申
春
二
月

上
燃
為
太
古
子
嘱
穂
庵
平
芸
篇
、
白
文
「
穂
庵
」
、
朱
文
「
平
芸
画
印
」

（
皿
）
「
韓
世
忠
」
扉
風
、
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
、
明
治
甲
申
秋
穂
庵
芸
、

白
文
「
平
芸
之
印
」
か
、
白
文
「
穂
蓄
」

「
穂
葺
」
「
芸
印
」
「
平
転
之
印
」
「
平
芸
画
印
」
と
そ
の
種
類
は
意
外
に
少
な
い
。

第
三
期
は
、
穂
庵
が
秋
田
の
、
さ
ら
に
は
全
国
の
展
覧
会
に
出
品
し
た
結
果
、

画
嬉
一
に
認
め
ら
れ
、
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
年
か
ら
、
中
央
画
嬉
一
の
近

く
に
い
て
一
層
の
活
躍
を
図
っ
て
上
京
す
る
年
の
前
年
ま
で
と
し
た
。

父
太
治
右
衛
門
が
明
治
一
○
年
八
月
鬼
籍
に
入
り
、
一
二
月
に
は
第
四
子
・
貞

蔵
の
ち
の
日
本
画
家
・
百
穂
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
約
三
年
後
、
画
家
と
し
て
の
彼

に
も
い
よ
い
よ
そ
の
名
声
を
高
め
る
転
機
が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
時
代
に
新
し
く
は
じ
ま
っ
た
文
化
的
な
で
き
ご
と
で
は
、
も
ち
ろ
ん
ま
だ
産

業
が
主
体
で
は
あ
る
が
、
明
治
一
三
年
に
秋
田
市
を
会
場
に
秋
田
勧
業
博
覧
会
開

催
が
す
で
に
三
回
目
を
数
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
機
を
の
が
さ
ず
、
同

展
に
「
乞
食
図
」
を
出
品
し
一
等
賞
を
授
賞
さ
れ
た
（
註
吃
、
図
６
）
・

明
治
も
年
を
重
ね
一
○
年
に
な
る
と
、
我
が
国
で
は
殖
産
興
業
の
政
策
の
一
環

と
し
て
政
府
主
催
の
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
東
京
は
上
野
で
開
催
さ
れ
る
。

こ
れ
以
前
に
は
京
都
で
博
覧
会
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
同
会
は
国
が
開
催
し
た
最

初
の
博
覧
会
と
し
て
、
当
然
の
ご
と
な
が
ら
大
盛
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し

た
こ
と
が
地
方
へ
も
波
及
し
各
地
域
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
秋
Ⅲ

で
は
博
覧
会
が
は
や
く
も
一
○
年
に
開
か
れ
て
お
り
、
同
会
に
は
産
業
と
し
て
伝

統
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
工
芸
品
の
展
示
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
加
え
書
や
絵
画
の

作
品
も
出
品
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
に
も
か
く
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
画
人
た
ち
の
絵
は
神
社
仏
閣
に
奉
納
さ
れ
た

絵
額
や
地
方
巡
業
の
歌
舞
伎
興
行
に
使
わ
れ
る
招
き
絵
（
筆
者
註
：
看
板
絵
）
な

ど
が
衆
目
に
さ
ら
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
穂
庵
は
こ
の
よ
う
な
前
時
代
的
状
況

を
過
ご
し
た
画
人
で
は
あ
る
が
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
近
代
的
な
公
開
の
場
を
県

内
の
誰
よ
り
も
は
や
く
と
ら
え
、
多
く
の
県
民
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る
結
果

と
な
っ
た
。

次
に
、
画
嬉
一
へ
の
デ
ビ
ュ
ー
と
題
し
た
こ
の
三
期
に
お
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の

が
、
明
治
一
四
年
龍
池
会
主
催
の
「
第
二
回
観
古
美
術
会
」
で
あ
る
（
註
唱
）
。
穂

庵
は
同
会
に
、
こ
れ
ま
た
「
乞
食
図
」
を
出
品
し
て
中
央
画
嬉
一
で
そ
の
名
を
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
当
代
の
巨
匠
柴
田
是
真
に
ほ
め
ら
れ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
該
当
す
る
作
品
は
も
と
よ
り
「
乞
食
図
」
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が
出
品
さ
れ
た
確
証
が
と
れ
て
い
な
い
（
註
型
。
翌
一
五
年
に
は
、
農
商
務
省
主

催
「
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
」
に
「
乞
食
図
」
を
出
品
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
三
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
の
各
展
覧
会
出
品
作
に
つ
い
て
は

混
乱
し
て
い
る
が
、
今
後
諸
事
項
が
整
理
さ
れ
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
が

ら
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
間
の
展
覧
会
に
穂
庵
が
出
陥
を
し
て
注
目
を
浴
び
た
こ
と

に
相
違
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

そ
の
後
叫
治
一
七
年
に
は
龍
池
会
の
依
嘱
に
よ
り
第
二
回
パ
リ
日
本
美
術
縦
覧

会
に
「
岩
に
鷲
」
を
出
品
し
、
第
二
Ⅲ
内
国
絵
川
共
進
会
に
「
北
海
道
土
人
図
」

と
「
琵
琶
行
図
」
を
出
砧
し
て
褒
状
を
授
賞
さ
れ
て
い
る
（
註
賜
）
。
こ
の
こ
ろ
に

は
、
穂
庵
の
も
と
に
三
森
山
静
、
西
宮
鴨
和
、
辻
九
皐
ら
の
弟
子
が
集
い
、
県
内

外
で
画
家
と
し
て
の
名
声
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
一
七
年
に

は
、
中
央
の
美
術
雑
誌
『
東
洋
絵
画
叢
誌
』
創
刊
号
に
「
牧
童
帰
牧
」
の
図
を
寄

稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
中
央
で
い
ち
早
く
創
立
さ
れ
た
東
洋
絵
画
会
会
員
に
も

な
り
一
家
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
（
註
胆
）
・

作
風
の
傾
向
と
し
て
は
、
前
期
ま
で
に
学
ん
だ
歴
史
画
、
中
国
山
水
画
、
花
鳥

画
な
ど
幅
広
い
領
域
の
画
題
を
継
承
し
、
お
お
む
ね
こ
れ
ら
を
描
い
て
い
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
前
出
作
品
一
覧
の
「
神
農
図
」
「
布
袋
」
「
山
静
日
長
」
「
韓
世
忠
」

な
ど
は
、
こ
の
範
鴫
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
筆
致
、
彩
色
、
構
図
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
着
実
に
進
歩
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
進
歩
の
証
左
と
し
て

は
、
こ
の
項
の
冒
頭
に
列
挙
し
た
二
一
作
品
は
、
前
期
よ
り
線
描
は
た
し
か
な
も

の
と
な
り
、
ま
た
水
墨
を
使
い
こ
な
し
、
着
色
は
鮮
や
か
で
あ
り
、
ま
た
時
に
は

調
和
が
と
れ
て
い
る
こ
と
を
掲
げ
て
お
く
。

よ
う
や
く
博
覧
会
や
美
術
展
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
一
○
年
の
日
本

画
壇
の
事
情
に
心
を
配
れ
ば
、
穂
庵
の
こ
の
前
近
代
的
な
作
画
の
傾
向
は
至
極
当

然
と
い
え
ば
当
然
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
化
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
の
時

代
状
況
の
な
か
で
、
前
述
の
展
覧
会
川
船
歴
が
錯
綜
し
て
い
る
「
乞
食
図
」
と
い

う
作
品
は
、
そ
の
異
様
な
描
写
に
気
を
と
ら
れ
が
ち
だ
が
、
写
生
と
い
う
近
代
的

な
制
作
姿
勢
を
も
ち
生
彩
を
放
っ
て
い
る
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
第

三
期
の
最
後
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
、
大
き
な
特
長
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

前
出
二
点
の
「
乞
食
図
」
に
描
か
れ
た
怪
異
な
姿
の
人
物
は
、
穂
庵
と
同
郷
の

元
武
士
小
田
野
弥
六
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
弥
六
は
戊
辰
戦
争
の
一
連
で
角
館
近

辺
が
戦
場
に
な
っ
た
時
、
穂
庵
と
同
じ
く
官
軍
に
協
力
し
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
測

量
技
術
を
心
得
て
い
た
と
い
う
優
秀
な
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
す
ぐ
れ
者
の
か

つ
て
の
武
士
も
明
治
も
一
○
数
年
を
数
え
る
こ
ろ
に
は
、
世
の
移
る
い
に
な
じ
め

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
物
乞
い
を
す
る
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
筆
者
は

想
像
す
る
。
お
そ
ら
く
穂
庵
は
す
ぐ
れ
者
の
弥
六
と
知
己
を
得
て
い
た
で
あ
ろ
う

が
、
端
か
ら
見
る
と
落
ち
ぶ
れ
た
知
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
こ
の
怪
異
な
人
物
を
柵
い
た
作
品
が
県
内
の
妓
初
と
も
い

る
展
覧
会
に
、
ま
た
全
国
的
規
模
の
展
覧
会
に
わ
ざ
わ
ざ
川
品
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
明
治
の
前
半
期
の
画
壇
で
は
、
前
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
色
合
い
が
濃
い
絵

含
川
が
ま
だ
多
く
、
穂
庵
に
お
い
て
も
生
涯
の
作
品
を
見
渡
す
と
、
大
部
分
の
作
仙

が
こ
の
域
を
で
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
乞
食
図
」
は
彼
の
Ⅲ
雁
の
な

か
で
も
異
色
中
の
異
色
作
品
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
あ
た
り
の
消
息
を
伝

え
る
確
た
る
史
料
は
い
ま
の
と
こ
ろ
見
あ
た
ら
な
い
状
況
で
、
こ
の
疑
問
を
解
こ

う
と
試
み
る
の
は
、
こ
の
異
色
の
作
品
に
こ
そ
穂
庵
の
近
代
画
家
と
し
て
の
要
素

が
見
い
だ
さ
れ
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。
具
体
的
に
は
、

①
写
生
（
ス
ケ
ッ
チ
、
デ
ッ
サ
ン
）
と
い
う
制
作
姿
勢
を
も
っ
て
い
た

②
写
生
を
生
か
せ
る
筆
力
は
す
で
に
培
わ
れ
て
い
た

③
現
実
の
社
会
に
目
を
向
け
そ
の
具
体
化
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た

④
公
的
な
展
覧
会
で
は
注
Ｈ
を
浴
び
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
た

と
い
っ
た
穂
庵
の
心
の
内
と
外
に
あ
る
模
様
を
筆
者
な
り
に
提
示
し
て
お
き
た

い
。
筆
者
が
考
え
た
こ
れ
ら
の
要
素
、
つ
ま
り
近
代
化
の
波
が
、
第
三
期
に
お
い

て
穂
庵
の
内
部
に
押
し
寄
せ
て
い
た
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

第
三
期
作
砧
群
の
落
款
に
お
い
て
は
、
前
二
期
と
ほ
ぼ
同
じ
で
雅
号
は
「
穂
庵
」

で
あ
る
。
第
一
、
二
両
期
に
述
べ
た
が
、
「
庵
」
に
「
稚
」
「
葦
」
の
字
川
が
使

わ
れ
て
い
る
の
が
、
第
三
期
で
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

字
の
特
長
と
し
て
は
、
前
二
期
で
「
庵
」
の
最
終
の
画
の
右
に
ハ
ネ
る
箇
所
が
、

極
端
に
ハ
ネ
上
が
る
癖
は
、
第
三
期
で
は
少
数
派
の
例
外
を
除
け
ば
ゆ
る
や
か
に

－96－
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な
っ
て
い
る
作
例
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
「
庵
」
の
字
画
で
も
う
一
つ
の
変
化

は
、
第
一
画
の
点
が
第
二
画
目
の
横
線
に
接
し
て
い
る
の
が
第
二
期
に
多
く
、
こ

れ
が
第
三
期
、
四
期
で
は
離
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
に
つ
く
（
図
７
）
・

印
章
に
使
用
さ
れ
た
雅
号
に
お
い
て
は
、
第
二
期
と
ほ
ぼ
同
様
で
「
穂
蓑
」

「
芸
印
」
「
平
転
之
印
」
「
平
芸
画
印
」
「
平
順
」
「
平
芸
」
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は

な
い
。
次
に
、
こ
れ
も
ま
た
前
期
で
指
摘
し
た
が
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
を
取
材
し

た
新
た
な
モ
チ
ー
フ
の
作
品
の
画
中
に
、
署
名
の
先
に
「
羽
陰
」
と
書
か
れ
て
あ

る
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
穂
庵
の
渡
航
歴
は
、
明
治
五
年
に
は
じ
ま

る
が
、
明
治
一
四
年
、
前
出
瀬
川
安
五
郎
の
北
海
道
函
館
事
業
所
外
交
員
を
務
め

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
北
海
道
に
渡
る
機
会
が
頻
繁
に
な
り
、
ま
た
滞
在
期

間
も
長
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
任
務
を
お
え
郷
肥
に
帰
る
Ｍ
一
六
年
ま
で
、

彼
が
函
館
、
秋
川
を
往
き
来
す
る
生
活
は
、
当
時
の
交
通
事
情
や
生
活
水
準
を
思

う
と
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
察
せ
ら
れ
る
。

第
四
期
さ
ら
な
る
飛
躍
の
時
（
明
治
一
八
～
明
治
二
三
年
）

（
１
）
「
函
館
港
夜
景
」
明
治
一
八
二
八
八
五
）
、
巴
港
全
景
乙
凹
小
春
羽
陰

穂
庵
芸
、
ｎ
文
「
穂
庵
」
、
朱
文
「
平
芸
」

（
２
）
「
草
薦
三
顧
」
明
治
一
八
二
八
八
五
）
、
明
治
十
八
年
春
三
月
為
武
郁
大

人
高
蛎
、
穂
稚
平
福
芸
、
白
文
「
穂
庵
」
、
朱
文
「
平
芸
」

（
３
）
「
韓
仙
忠
」
推
定
・
川
冷
一
九
二
八
八
六
）
、
穂
推
芸
、
ｎ
文
「
穂
庵
」
、

朱
文
「
平
芸
」

（
４
）
「
軍
鶏
」
明
治
一
九
二
八
八
六
）
こ
ろ
、
穂
庵
芸
、
白
文
「
穂
庵
」
、
朱

文
「
平
芸
」
＊
秋
川
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵

（
５
）
「
竹
林
七
賢
人
」
明
治
二
○
二
八
八
七
）
、
明
治
二
十
年
春
日
穂
庵
芸
、

白
文
「
穂
庵
」
、
朱
文
「
平
順
」

（
６
）
「
摩
利
支
尊
天
」
明
治
二
○
二
八
八
七
）
、
川
治
二
十
年
夏
五
月
於
東
都

借
？
居
、
穂
奔
平
芸
敬
罵
、
朱
文
「
平
芸
」
、
白
文
「
穂
庵
」

（
７
）
「
竹
鶴
（
瑞
鶴
淋
雛
ご
明
冶
二
○
（
一
八
八
七
）
、
明
治
丁
亥
夏
六
月
於
東

都
東
橋
借
？
居
穂
庵
芸
、
朱
文
「
平
芸
」
、
白
文
「
穂
庵
」

（
脂
）
「
祐
天
上
人
霊
夢
之
図
」
明
治
二
二
二
八
八
九
）
、
明
治
乙
丑
春
三
月
為

松
屋
主
人
之
嘱
穂
庵
篇
、
ｎ
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
庵
」
＊
秋
川
県

立
近
代
美
術
館
所
械

（
略
）
「
商
山
四
峠
」
明
治
二
三
二
八
九
○
）
、
明
治
廿
三
年
夏
七
月
穂
捲
平

川
篤
、
ｎ
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
推
」

（
”
）
「
Ⅱ
蓮
上
人
入
滅
之
図
」
川
沿
二
三
二
八
九
○
）
、
明
治
Ⅱ
三
年
五
Ⅱ
十

三
Ⅱ
長
松
谷
氏
高
嘱
穂
蕎
平
順
謹
凹
、
白
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂

捲
」
＊
秋
Ⅲ
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵

（
肥
）
「
和
合
神
」
明
端
二
三
二
八
九
○
）
、
明
治
庚
寅
六
月
穂
庵
平
順
篇
、
白

文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
庵
」

（
旧
）
「
三
吉
太
神
々
像
」
明
治
二
三
二
八
九
○
）
、
庚
寅
秋
八
川
以
太
平
峰
頭

霊
泉
為
墨
溶
平
福
穂
庵
盟
淑
篤
之
、
白
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
誌
」

（
鋤
）
「
橡
譲
」
明
治
二
三
二
八
九
○
）
、
明
治
庚
寅
八
月
穂
捲
順
、
白
文

「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
庵
」

（
釦
）
「
日
本
武
尊
東
夷
征
討
図
」
明
治
二
三
二
八
九
○
）
、
明
治
庚
寅
八
月

（
８
）
「
白
バ
ラ
に
鯉
（
鯉
魚
の
図
ご
明
治
二
○
二
八
八
七
）
、
明
治
丁
亥
黄
梅

節
、
東
都
客
中
罵
、
穂
庵
平
芸
、
朱
文
「
平
芸
」
、
白
文
「
穂
庵
」

（
９
）
「
八
僻
人
」
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
、
（
左
幅
に
）
明
治
戊
子
春
三
月

穂
蓄
篇
、
朱
文
「
平
芸
」
、
白
文
「
穂
庵
」

（
岨
）
「
楓
林
停
車
」
明
治
二
一
二
八
八
八
）
、
楓
林
停
車
戊
子
十
一
月
穂
庵

篇
、
白
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
庵
」

（
皿
）
「
達
磨
過
葱
嶺
画
」
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
、
（
第
二
回
東
洋
絵
画
会
常
置

絵
町
展
出
品
）
、
穂
庵
篇
、
白
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
庵
」

（
吃
）
「
蘭
亭
Ⅱ
水
」
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
、
明
治
己
丑
春
二
月
上
職
謙
山
館

君
之
清
嘱
穂
庵
平
順
篇
、
朱
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
庵
」

（
Ｂ
）
「
楠
桐
柵
烏
」
（
む
ら
さ
め
）
明
治
二
二
二
八
八
九
）
こ
ろ
、
穂
蒜
篤
、

白
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
葬
」

（
皿
）
「
襖
樹
野
唯
一
推
定
・
明
治
二
二
二
八
八
九
）
、
穂
庵
篇
、
白
文
「
穂
庵
」
、

）
「
襖
樹
野
唯
」
推
定
・
明
治
二
二
二
八
八
九
）
、
穂
庵
篇
、
白
文
「
穂
庵
」
、

朱
文
「
平
芸
川
印
」
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こ
の
最
終
項
は
、
中
央
画
壇
に
進
出
す
る
明
治
一
八
、
九
年
か
ら
亡
く
な
る
二

三
年
ま
で
と
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
第
四
期
は
彼
の
生
涯
か
ら
い
え
ば

晩
期
な
の
だ
が
、
郷
里
秋
田
と
中
央
画
嬉
一
に
出
品
を
は
じ
め
た
前
三
期
か
ら
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
と
げ
る
時
で
あ
り
、
ま
た
、
最
も
多
く
の
作
品
を
発
表
し
、
画
家

と
し
て
充
実
し
た
黄
金
期
と
い
え
る
か
ら
だ
。

明
治
一
八
年
五
月
に
は
郷
里
角
館
で
大
火
が
あ
り
、
横
町
の
平
福
宅
は
全
焼
の

憂
き
目
に
あ
っ
た
。
穂
庵
は
家
族
と
と
も
に
一
時
小
林
文
右
衛
門
の
管
理
下
に
あ

っ
た
角
館
観
音
講
に
避
難
す
る
が
、
ふ
た
た
び
横
川
に
戻
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

旧
住
居
跡
に
は
平
成
も
一
○
年
代
に
な
っ
て
同
川
内
の
道
路
が
拡
幅
さ
れ
る
ま
で

標
柱
が
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
筆
者
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

こ
の
災
難
の
年
に
あ
っ
て
も
彼
は
ひ
る
む
ど
こ
ろ
か
大
い
に
彩
管
を
揮
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
地
元
武
村
氏
の
た
め
に
中
国
故
事
に
モ
チ
ー
フ
を
も
と
め
た
「
三

顧
草
臓
」
を
制
作
し
、
羽
織
等
の
裏
地
に
使
う
の
だ
ろ
う
か
、
支
援
者
那
波
家
の

依
頼
で
絹
地
川
の
原
画
諸
図
を
柵
い
た
り
し
て
い
る
。

翌
一
九
年
春
、
穂
庵
は
門
人
竹
村
墓
祁
を
連
れ
て
上
京
、
い
よ
い
よ
中
央
画
壇

に
乗
り
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
（
註
〃
）
。
東
京
で
彼
が
と
り
あ
え
ず
身
を
寄
せ
た

穂
篭
拝
篤
、
白
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
捲
」

（
”
）
「
荒
川
鉱
山
真
景
図
」
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
第
三
何
内
国
勧
業
博
覧
会

出
品
か
、
秋
田
際
仙
北
郡
荒
川
鐙
山
全
景
篇
其
直
穂
庵
平
順
、
白
文
「
平

順
之
印
」
、
朱
文
「
穂
庵
」

（
羽
）
「
荒
川
鉱
山
鉱
業
之
図
」
明
治
二
三
二
八
九
○
）
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧

会
出
品
か
、
秋
田
螺
荒
川
鍍
山
鍍
業
之
直
圏
、
穂
庵
平
順
篇
、
白
文
「
平
順

之
印
」
、
朱
文
「
穂
篭
」

（
型
）
「
乳
虎
」
明
治
二
三
（
一
八
九
○
）
、
印
章
の
み
、
白
文
「
平
順
之
印
」
、
朱

文
「
穂
庵
」
＊
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
所
蔵
（
山
下
太
郎
旧
蔵
本
か
）

（
妬
）
「
乳
虎
」
明
治
二
三
二
八
九
○
）
、
穂
庵
篇
、
白
文
「
平
順
之
印
」
、
朱
文

「
穂
庵
」
＊
秋
川
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
（
奈
良
磐
松
旧
蔵
本
）
※
筆
者
記
：

ふ
た
つ
の
「
乳
虎
」
は
印
章
二
噸
と
も
同
印
か
。

の
は
向
島
吾
妻
橋
に
あ
っ
た
佐
竹
別
邸
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
画
業
で
は
、

東
洋
絵
画
共
進
会
に
「
韓
世
忠
」
を
出
品
し
て
一
等
褒
状
を
授
賞
さ
れ
、
い
よ
い

よ
同
会
の
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
宮
内
省
を
バ
ッ
ク
に
も
つ
龍
池

会
に
推
薦
を
一
受
け
、
つ
い
に
御
献
上
の
画
帖
に
揮
墓
す
る
画
家
の
ひ
と
り
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
龍
池
会
主
催
第
七
回
観
古
美
術
会
に
「
福
禄
寿
」
を
出
品
、

賞
状
を
受
け
、
旧
派
の
画
壇
一
の
な
か
で
一
目
を
置
か
れ
る
画
家
に
な
る
。
そ
し
て
、

亡
く
な
る
ま
で
展
覧
会
出
品
を
続
け
、
自
然
の
成
り
行
き
な
が
ら
彼
の
絵
を
も
と

め
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。

体
調
不
良
の
た
め
郷
里
に
帰
っ
て
か
ら
間
も
な
い
明
治
二
三
年
の
暮
れ
、
穂
庵

は
秋
川
市
の
那
波
家
の
別
邸
で
客
死
す
る
。
こ
の
間
の
凹
歴
は
こ
の
項
で
述
べ
る

ま
で
も
な
く
既
刊
の
著
書
等
で
披
漉
さ
れ
て
き
た
の
で
そ
ち
ら
に
譲
る
と
す
る
。

し
か
し
、
ひ
と
つ
だ
け
述
べ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
最
晩
年
第
三
回
内
国
勧
業
博

覧
会
に
発
表
さ
れ
た
「
乳
虎
」
（
二
等
妙
技
賞
）
を
見
る
限
り
、
画
家
と
し
て
は

決
し
て
晩
年
で
は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
註
略
、
図
８
）
・

穂
庵
代
表
作
の
筆
頭
と
も
い
え
る
こ
の
「
乳
虎
」
の
ほ
か
に
は
、
一
九
年
作
の

「
軍
鶏
」
は
、
意
気
揚
々
と
し
た
穂
庵
自
身
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
力
強
い
描
写

に
お
い
て
群
を
抜
き
、
ま
た
そ
の
前
年
作
の
「
函
館
夜
景
」
は
、
墨
絵
で
あ
る
が
、

軽
妙
な
水
彩
画
を
連
想
さ
せ
て
興
味
深
い
。
こ
う
し
て
検
証
し
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
彼
の
作
品
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
が
、
こ
の
第
四
期
に
お
け
る
作
品
の
特
長
に

つ
い
て
は
、
穂
庵
の
第
三
期
ま
で
の
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

描
写
技
法
に
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
四
期
の
作
品
一
覧
の
な
か
で
、
明
治
二
二
年
こ
ろ
に
制
作
さ
れ
た
「
梧
桐
概

烏
」
の
異
色
作
品
を
検
証
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
核
心
に
触
れ
る
前
に
、
「
梧
桐

橿
烏
」
は
昭
和
十
年
版
の
画
集
で
は
「
む
ら
さ
め
」
と
さ
れ
て
い
る
。
凹
面
の
上

辺
を
観
察
す
る
と
ご
く
う
す
い
墨
色
が
刷
毛
で
ぬ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
そ
う
な
っ
た
の
か
は
筆
者
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、

今
は
「
梧
桐
橿
烏
」
に
な
っ
て
い
る
。
拙
か
れ
て
い
る
主
体
は
、
緑
色
で
彩
ら
れ

た
葉
が
美
し
い
ア
オ
ギ
リ
の
枝
に
カ
ケ
ス
が
一
羽
と
ま
っ
て
い
る
光
景
で
あ
る
か

ら
、
現
在
の
作
品
名
が
至
極
妥
当
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
背
景
に
う
す
く

》
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穂
庵
の
技
法
的
な
出
発
点
は
、
京
都
で
起
き
た
四
条
派
に
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま

で
に
述
べ
た
こ
と
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
初
期
作
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
第
三

期
あ
た
り
ま
で
の
作
品
に
目
立
つ
技
法
は
、
色
彩
の
濃
淡
を
う
ま
く
使
っ
て
木
々

の
葉
や
人
物
の
衣
服
を
表
現
す
る
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
次
に
目
立
つ
技
法
は
、

南
間
（
文
人
画
）
に
倣
っ
た
山
や
樹
木
の
描
き
方
で
あ
る
。
筆
者
の
定
め
た
穂
庵

第
三
期
ま
で
の
作
品
に
は
、
管
見
の
限
り
「
む
ら
さ
め
」
ほ
ど
大
胆
に
た
ら
し
こ

ひ
か
れ
た
雨
の
ひ
か
え
め
な
描
写
に
題
名
を
も
と
め
た
昭
和
一
○
年
版
に
心
ひ
か

れ
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
日
本
の
美
術
、
と
り
わ
け
江
戸
時
代
の
美

術
が
培
っ
て
き
た
「
粋
」
で
あ
る
と
か
「
見
立
て
」
と
い
う
、
粋
な
世
界
に
こ
の

作
品
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
気
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
描
か
れ
た
光
景
は
、

雨
が
ふ
っ
て
き
た
の
で
カ
ケ
ス
も
木
の
枝
に
と
ま
り
羽
を
休
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
木
が
な
ぜ
、
ア
オ
ギ
リ
で
あ
る
の
か
。
例
え
ば
、
中
国
に
は
鳳

鳳
は
ア
オ
ギ
リ
に
し
か
と
ま
ら
な
い
、
あ
る
い
は
住
む
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
こ

の
想
像
の
烏
の
伝
説
に
カ
ケ
ス
を
見
立
て
て
い
る
よ
う
に
推
測
で
き
る
。
か
な
り

強
引
な
推
理
と
非
難
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
て
こ
の
図
が
で
き
た

の
で
あ
れ
ば
、
実
に
吉
祥
Ⅲ
と
し
て
み
ご
と
な
作
品
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
と
す
る
被
写
体
の
拙
写
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
Ⅲ
中
の
梧
桐
に
目

を
や
る
と
、
幹
の
ふ
た
ま
た
に
分
か
れ
た
箇
所
に
墨
色
と
青
緑
色
（
白
緑
の
顔
料
）

の
に
じ
み
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
樹
皮
の
ほ
ぼ
全
体
は
墨
色
を
主
体
と
し
た
顔
料
を

に
じ
ま
せ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
（
図
９
）
。
こ
の
顔
料
の
に
じ
み
を
た
く
み
に
使
っ

て
表
現
す
る
方
法
は
、
一
般
に
た
ら
し
こ
み
と
呼
ば
れ
て
い
る
技
法
に
近
い
。
周

知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
、
例
え
ば
墨
色
で
木
の
幹
の
一
部
を
描
き
、
そ

れ
が
乾
か
な
い
う
ち
に
墨
、
あ
る
い
は
他
の
色
の
顔
料
を
た
ら
し
て
生
じ
る
向
然

の
に
じ
み
を
計
算
し
て
成
形
す
る
技
法
で
あ
る
。
こ
の
技
法
は
、
江
戸
時
代
初
期

に
隆
盛
の
琳
派
、
俵
屋
宗
達
、
尾
形
光
琳
、
あ
る
い
は
江
戸
時
代
後
期
に
琳
派
復

興
を
果
た
し
た
酒
井
抱
一
、
鈴
木
其
一
ら
が
お
も
に
装
飾
的
な
描
写
と
し
て
使
っ

て
い
る
。
こ
の
古
典
の
技
法
を
穂
庵
は
新
た
に
こ
の
作
品
で
用
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
穂
庵
の
生
涯
の
作
品
の
な
か
で
、
こ
の
技
法
が
、
こ
の
第
四
期
の
ご
く
限
ら

る
。
穂
庵
の
生
涯
の
作
品
の
な
か
で
、
こ
の
技
法
が
、
こ
の
第
四
翻

れ
た
作
品
に
し
か
現
れ
て
こ
な
い
こ
と
に
関
心
が
高
ま
っ
て
く
る
。

み
を
使
っ
た
作
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

た
ら
し
こ
み
の
技
法
を
使
っ
た
「
む
ら
さ
め
」
は
、
穂
庵
が
自
分
の
作
品
に
新

味
を
加
え
た
い
が
た
め
の
試
作
で
あ
る
と
、
筆
者
は
い
ま
の
と
こ
ろ
推
測
し
て
い

る
。
こ
の
作
品
の
ほ
か
に
は
「
樫
樹
野
維
」
「
日
本
武
尊
東
夷
征
討
図
」
と
い
う

図
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
か
ら
、
た
ら
し
こ
み
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
こ
と
は
、

こ
れ
で
と
ど
め
た
の
か
、
そ
れ
と
も
も
っ
と
試
そ
う
と
し
た
が
、
は
か
ら
ず
も
死

を
迎
え
て
し
ま
っ
た
の
か
、
今
後
追
究
し
た
い
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
な
お
、

穂
庵
死
後
二
○
数
年
後
の
大
正
三
年
、
第
三
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
に
お
い
て
三

等
褒
状
を
得
た
子
・
百
穂
の
「
七
面
鳥
」
は
、
大
胆
に
こ
の
た
ら
し
こ
み
を
用
い

て
七
面
鳥
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
い
て
、
こ
の
論
を
お
え
る

（
註
岨
）
・

落
款
の
形
態
や
種
類
は
、
第
二
、
三
期
に
用
い
ら
れ
た
そ
れ
ら
と
お
お
む
ね
同

じ
で
あ
る
。
署
名
の
字
画
は
「
穂
庵
」
、
「
穂
推
順
」
、
「
穂
庵
芸
」
、
「
穂
蕊
平
芸
」

な
ど
で
あ
り
、
字
の
癖
は
、
第
三
期
と
相
違
は
大
き
く
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
前

期
ま
で
に
多
々
見
ら
れ
た
勢
い
の
あ
る
運
筆
は
影
を
ひ
そ
め
、
慎
重
な
運
筆
で
の

署
名
が
大
勢
を
し
め
る
。
な
お
、
第
二
期
か
ら
作
例
が
目
立
つ
神
仏
像
、
高
僧
図

な
ど
の
Ⅲ
中
に
は
、
こ
の
最
終
章
に
掲
げ
た
作
品
に
限
ら
ず
「
諏
寓
」
、
「
謹
川
」
、

「
敬
嘉
」
、
「
泳
薫
拝
（
謹
）
馬
」
、
「
盟
激
篇
」
、
「
焼
香
拝
寓
」
、
「
洗
手
拝
篤
」
な

ど
の
謙
譲
語
が
落
款
に
添
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
・
印
章
に
つ
い
て
は
、
「
平
芸
」
、

「
平
順
」
、
「
平
順
之
印
」
、
「
平
芸
画
印
」
な
ど
で
目
新
し
い
雅
号
の
刻
字
は
見
あ

た
ら
な
い
が
、
こ
の
う
ち
朱
文
「
平
順
」
の
印
が
二
類
の
う
ち
の
最
初
に
捺
さ
れ

る
作
品
が
多
く
存
在
す
る
。

お
わ
り
に
か
え
て

最
終
項
と
し
て
の
第
四
期
は
、
芸
術
活
動
期
と
し
て
は
最
勝
期
を
迎
え
、
作
画

の
う
え
で
は
次
の
新
し
い
傾
向
の
作
品
が
期
待
さ
れ
る
時
期
と
し
て
、
筆
者
は
記

述
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
、
「
梧
桐
橿
烏
」
の
た
ら
し
こ
み

の
記
述
は
、
『
秋
川
美
術
叱
些
所
収
の
拙
稿
「
幕
末
か
ら
川
治
へ
」
中
の
記
述

と
重
な
る
が
、
今
回
は
穂
庵
後
期
の
作
品
の
特
長
と
し
て
、
こ
の
た
ら
し
こ
み
を

－93－
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謝
辞

こ
の
拙
い
稿
に
対
し
、
多
く
の
か
た
が
た
の
御
叱
正
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
ま
こ
と
に
さ
い
わ
い
で
す
。
な
お
、
冒
頭
に
お
断
り
し
て
い
た
先
学
諸
氏
を

は
じ
め
多
く
の
識
者
の
か
た
が
た
、
関
係
機
関
、
と
り
わ
け
秋
旧
県
立
近
代
美
術

館
か
ら
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
何
に
も
ま
し
て
、
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
の
前
館
長
を
務
め
ら
れ
た
故
旧

中
川
佐
夫
先
生
か
ら
は
、
先
生
の
多
く
の
著
書
も
含
め
て
、
直
接
、
間
接
に
お
教

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
伏
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

大
き
く
採
り
上
げ
、
前
稿
を
補
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

先
述
の
と
お
り
、
惜
し
い
こ
と
に
平
福
穂
庵
は
明
治
二
三
年
四
六
歳
で
不
帰
の

人
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
さ
い
わ
い
な
こ
と
に
、
彼
の
芸
術
は
第
四
子
の

百
穂
に
受
け
継
が
れ
、
父
よ
り
も
大
き
な
名
を
美
術
史
に
と
ど
め
た
、
と
繰
り
返

し
こ
れ
ま
で
は
い
わ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

東
京
美
術
学
校
出
の
百
穂
が
、
受
け
継
ぎ
、
超
え
た
と
い
う
父
・
穂
庵
の
芸
術
と

は
い
か
な
る
光
彩
を
放
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
父
の
彩
り
が
ど
う
し
て
後
継
者
を

生
み
、
そ
し
て
後
世
の
わ
れ
わ
れ
に
魅
力
を
与
え
て
く
れ
た
の
か
。
拙
稿
で
は
、

彼
の
画
業
を
山
期
に
分
け
、
修
学
の
こ
ろ
か
ら
画
家
の
道
へ
、
そ
し
て
Ⅲ
壇
へ
の

進
出
と
美
術
界
の
動
向
な
ど
、
彼
の
転
換
点
を
強
調
し
な
が
ら
、
こ
の
疑
問
の
一

端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、
お
お
か
た
の
御
判
断
に
委
ね
た

い
０

註
（
１
）
平
福
穂
庵
は
弘
化
一
年
二
八
四
四
）
佐
竹
北
家
が
預
か
る
と
こ
ろ
の
角

館
（
現
仙
北
市
）
に
生
ま
れ
た
。
父
太
治
右
衛
門
は
「
文
浪
」
と
い
う
雅
号

を
も
つ
ほ
ど
絵
を
た
く
み
に
描
い
た
人
で
、
そ
の
影
響
で
穂
庵
は
絵
の
道
に

進
ん
だ
と
考
え
て
良
い
。
町
絵
師
の
指
導
、
絵
手
本
に
よ
る
学
習
、
幕
末
の

京
都
遊
学
、
古
画
の
模
写
を
通
じ
て
四
条
派
の
筆
法
を
も
と
に
、
人
物
画
、

女
誰
巾
が
嘉
永
己
酉
年
（
一
八
四
九
）
に
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）
現
北
秋
田
市
森
吉
阿
仁
前
川
。

（
５
）
西
川
寺
は
、
現
仙
北
市
川
木
川
。

（
６
）
鈴
木
南
嶺
は
（
安
永
四
・
一
七
七
五
～
弘
化
一
・
一
八
四
四
）
江
戸
の
人
。

京
都
の
岡
本
豊
彦
に
四
条
派
の
筆
法
を
学
び
、
関
東
四
条
派
を
代
表
す
る
川

人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。

（
７
）
た
っ
ぷ
り
と
う
す
い
墨
を
含
ん
だ
筆
の
穂
先
に
濃
い
墨
を
つ
け
、
例
え
ば

椿
の
葉
を
描
く
場
合
、
筆
の
穂
先
か
ら
側
面
を
使
っ
て
ほ
ぼ
一
筆
で
ひ
き
、

濃
淡
の
あ
る
葉
の
形
を
表
す
。
伝
統
技
法
の
「
つ
け
た
て
」
の
一
種
。

（
８
）
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
の
「
秋
田
風
俗
十
二
景
」
は
、
実
際
は
月
ご

と
の
行
事
を
一
二
場
面
に
描
き
分
け
た
も
の
で
、
秋
Ⅲ
地
方
で
目
に
す
る
事

象
と
は
限
ら
な
い
。

（
９
）
『
秋
田
美
術
恥
“
』
所
収
の
拙
稿
「
地
方
凹
人
の
交
差
点
」
に
詳
述
。

〈
皿
）
現
仙
北
市
の
「
五
社
神
社
」
で
昭
和
五
一
～
二
年
に
筆
者
が
確
認
、
写
真

撮
影
を
行
っ
た
。

（
皿
）
大
江
定
基
が
剃
髪
し
て
中
国
は
宋
に
入
り
円
通
大
師
の
号
を
受
け
、
当
代

山
水
画
、
花
鳥
画
と
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
制
作
し
た
。
明
治
一
九
年

こ
ろ
上
京
し
中
央
画
嬉
一
で
の
活
躍
を
図
っ
た
が
、
病
の
た
め
数
年
で
帰
郷
し

明
治
二
三
年
二
八
九
○
）
亡
く
な
る
。
名
は
順
蔵
、
字
は
芸
（
う
ん
）
。
初

号
「
文
池
」
の
ち
「
穂
庵
」
。
印
章
に
用
い
る
雅
号
に
「
耕
転
」
「
耕
芸
」
な

ど
。

（
２
）
父
・
平
福
太
治
衛
門
は
、
は
じ
め
荒
物
屋
の
ち
染
め
物
屋
を
営
ん
で
い
た

が
、
芸
事
に
関
心
を
も
ち
、
絵
を
武
村
文
海
に
習
う
ほ
ど
の
趣
味
人
で
あ
っ

た
よ
う
だ
。
こ
の
父
親
な
く
し
て
画
家
・
穂
庵
は
誕
生
し
な
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
昭
和
五
○
年
代
前
半
で
あ
る
が
、
筆
者
は
仙
北
市
の
金
峰
神
社
で

彼
の
筆
に
な
る
「
神
馬
」
の
絵
馬
を
確
認
し
て
い
る
。

（
３
）
文
脈
（
寛
政
九
・
一
七
九
七
～
文
久
三
・
一
八
六
一
三
は
、
代
々
酒
造
業

）
文
海
（
寛
政
九
・
一
七
九
七
～
文
久
三
・
一
八
六
三
）
は
、
代
々
酒
造
業

を
い
と
な
む
商
家
の
九
代
Ⅱ
。
絵
は
趣
味
の
域
を
超
え
、
そ
の
証
と
し
て
大

仙
巾
の
唐
松
神
社
に
は
彼
の
筆
に
な
る
「
六
歌
仙
」
の
大
額
が
あ
り
、
角
館
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の
文
人
墨
客
と
交
わ
っ
た
と
い
う
。
あ
る
時
西
園
に
雅
宴
が
あ
り
、
蘇
東
波
、

王
晋
卿
ら
一
六
人
が
集
ま
り
そ
の
な
か
に
大
師
も
い
た
。
こ
の
宴
の
あ
り
さ

ま
を
描
い
た
李
竜
眠
の
絵
が
「
西
園
雅
集
」
と
い
う
、
伝
承
に
よ
る
。
や
が

て
こ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
好
画
題
と
し
て
描
か
れ
た
。

（
皿
）
『
秋
田
市
史
下
巻
貢
昭
和
五
○
年
、
歴
史
図
書
社
）
の
三
九
頁
、
の
「
第

二
産
業
」
項
を
参
照
に
す
る
と
、
第
一
期
（
引
用
者
註
：
回
）
は
明
治
一
○

年
の
秋
田
市
博
物
館
内
で
、
第
二
期
は
八
橋
村
（
引
用
者
註
：
現
秋
田
市
八

橋
）
の
博
覧
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
同
一
二
九
頁
に
は
「
第
三
期
秋
田
博
覧

会
賞
牌
褒
状
授
与
人
名
録
（
抜
粋
）
の
．
等
賞
牌
」
の
一
覧
に
「
害
幅
仙
北

郡
伽
館
町
平
福
順
蔵
」
と
あ
り
、
ち
な
み
に
同
賞
に
は
瀬
川
安
五
郎
名
で

の
「
銅
鉱
製
銅
及
生
糸
」
も
連
ね
て
い
る
。
こ
の
第
三
回
秋
田
博
覧
会
に
出

仙
さ
れ
た
「
乞
食
図
」
は
、
前
出
作
品
一
覧
の
な
か
に
二
幅
あ
り
、
ど
ち
ら

が
出
品
作
な
の
か
、
ま
た
全
く
別
の
作
品
な
の
か
確
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
Ｂ
）
明
治
一
二
年
東
京
に
お
い
て
九
鬼
隆
一
、
佐
野
常
民
ら
に
彫
刻
、
工
芸
の

制
作
者
が
加
わ
っ
て
日
本
美
術
の
伝
統
の
擁
護
と
振
興
を
図
る
べ
く
組
織
さ

（
喝
）
現
在
残
さ
れ
て
い
る
著
名
な
「
乳
虎
」
作
品
は
、
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

社
選
書
、
平
成
八
年
発
行
）
に
く
わ
し
い
。

（
ｒ
）
前
年
一
八
年
の
説
も
あ
る
と
い
う
。
「
平

（
旧
）
「
復
興
中
央
美
術
第
二
五
号
』
昭
和
一
○
年
、
に
関
連
記
事
所
収
。

（
略
）
殖
産
興
業
と
古
美
術
保
護
の
目
的
で
創
立
の
前
川
龍
池
会
に
近
い
日
本
Ⅲ

団
体
。
こ
れ
ら
旧
派
と
呼
ぶ
団
体
は
日
本
美
術
協
会
と
な
っ
て
旧
宮
内
省
系

列
と
な
る
。
こ
れ
と
対
極
に
あ
る
の
が
、
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
婆
術
大

学
）
と
岡
倉
天
心
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ら
が
率
い
る
日
本
画
新
派
で
あ
る
。
こ
う

し
た
明
治
画
壇
の
状
況
つ
い
て
は
『
Ｈ
本
美
術
誕
生
」
佐
藤
道
信
著
（
講
談

れ
、
川
治
初
期
の
美
術
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

（
皿
）
「
乞
食
図
」
の
Ⅲ
題
や
被
写
体
の
モ
デ
ル
に
つ
い

（
秋
川
県
立
近
代
美
術
館
発
行
）
所
収
の
拙
稿
害

川
人
平
稲
穂
庵
』
を
参
照
。

。

Ⅲ
美
術
恥
望
を
参
照
。

の
川
迦
や
被
写
体
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
「
秋
川
美
術
」
恥
偲

代
美
術
館
発
行
）
所
収
の
拙
稿
「
幕
末
か
ら
明
治
へ
ｌ
地
方

「
平
福
穂
庵
年
譜
」
山
本
丈
志
編
『
秋

本
と
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
本
の
二
点
で
あ
る
。
が
、
第
三
回
勧
業
博
覧
会

出
品
作
は
、
こ
の
二
点
の
う
ち
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
と
別
の
作
品

で
あ
る
の
か
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

（
岨
）
百
穂
の
東
京
美
術
学
校
卒
業
制
作
「
田
舎
の
嫁
入
り
」
と
そ
の
後
描
い
た

代
表
作
の
ひ
と
つ
「
球
譲
」
の
ふ
た
つ
と
同
じ
画
題
の
作
品
を
、
父
穂
庵
は

す
で
に
描
い
て
い
る
。
た
ら
し
こ
み
と
同
様
に
父
子
間
の
こ
う
し
た
類
似
性

を
調
べ
て
み
る
の
も
興
味
あ
る
課
題
か
と
考
え
て
い
る
。
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